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書　評
『スティグマの社会学』
──烙印を押されたアイデンティティ──
有　里　典　三
1．ゴッフマンの「日常生活の社会学」
　アーヴィング・ゴッフマン（Erving Goffman）の社会学＝人類学の出発点はシェ
ットランド諸島のフィールドワークだった。この調査から生まれた『日常生活にお
ける自己呈示』（邦訳『行為と演技』1959）のなかで、ゴッフマンは社会行動を他者
との相互作用のなかで自己呈示する《ドラマトゥルギー》ととらえ、社会生活を
《劇場》と見る「演劇論的アプローチ」をはじめて提唱した。ゴッフマンの研究の
焦点は、日常的な出会い、集まり、パフォーマンス、会話などの対面的相互行為と
いったミクロな社会学的世界に置かれている。そこに成立する社会的自己、リアリ
ティ、さらに秩序とは何か、また何がそれを可能にしたかといったテーマを彼独自
の「演劇論的アプローチ」を使って分析している。
　ゴッフマンがさまざまな具体例をとおして示したように、相互作用状況のなかで
他者を前にして行為をするとき、人は多かれ少なかれ演技者である。俳優が舞台で
役を演じるように、私たちも、ある状況のなかで何らかの役を演じ、その役のなか
にしばしば「理想化された自己」や「偽りの自己」を呈示する。つまり、ゴッフマ
ンの言葉でいえば、相互作用状況における行為者は同時にその状況を舞台とし、そ
こに含まれる他者を観客（オーディエンス）とする演技者（パフォーマー）であり、
その演技（パフォーマンス）をとおして、自分が他者（観客）に与える印象を統制し
操作しようとする「印象の演出者」なのである。
　この種の演技や演出は何らかの意味で利己的な動機に基づく場合が多いが、必ず
しもそれだけに限られるわけではない。また、演技者が自分の演技や自己呈示をど
の程度まで信じているかという点についても、さまざまなケースがある。しかし、
演技者の動機や目的が何であれ、真実の伝達なのか虚偽の演出なのかにかかわら
ず、「演技者は自分の演技を適切な表現によって生き生きとしたものとするよう心
を配り、また現に他者に与えつつある印象を損うような表現を自分の演技から排除
すべく留意し、さらには自分の意図していない意味を観客が勝手に読み込んだりし
ないように配慮しなければならない」（ゴッフマン、1959）という。私たちは、「偽り
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の自己呈示」を行う場合はもとより、自分が「真実だと思う自己を呈示」し、ほん
とうの気持ちを相手に伝えようとする場合でさえ、しばしば「印象の演出」に訴え
ざるをえず、ある種の演技に頼らざるをえないのである。
　では、相互作用状況における演技は、利己的な動機や目的だけから行われるのだ
ろうか。そうではない。相手の立場を思いやり、相手の体面を維持するために、あ
る相互作用状況のなかで、相手の失敗に気づかないふりをしたり、相手の虚偽の言
明や自己呈示を偽りと知りながら信じるふりをする「他者保護的」な演技の場合も
ある。あるいは、特定の他者の体面の維持ではなく、その場面（状況）全体の秩序
の維持にかかわる演技もある。
　ゴッフマンによれば、私たちの日常的な対面的相互作用の状況も、ひとつの社会
秩序を構成している。したがって、「そこに参加する者はみな、相互作用が円滑に
展開していくように、その場面の秩序を維持することを要求され、期待されてい
る」（ゴッフマン、1967）。他の人と居合わせたとき、われわれはいつも特有の秩序
の中にいる。ゴッフマンはそんな《共在》の仕掛けと技法の数々を雑多な日常経験
のスクラップに描き出してみせたのである。
2．本書の主題
　本稿で取り上げる『スティグマの社会学』は、1963年に出版されたゴッフマン初
期の代表作のひとつである。原題は Erving Goffman, Stigma: Notes on the 
Management of Spoiled Identity, Prentice-Hall, Inc., 1963.（石黒毅訳『スティグマの社
会学──烙印を押されたアイデンティティ──』せりか書房、1970年）。本書のなかでゴ
ッフマンは、共在におけるスティグマを題材にして、人に関する社会的情報の相互
行為的構成を考察している。
　題名の「スティグマ」とは何か。スティグマとは、もとはギリシャ語で、奴隷・
犯罪者・謀反人など異常ないし悪いところのある人びとを区別して示すため身体に
刻印された徴（しるし）を意味していた。すなわち、「それをもっていると否定的な
意味で普通でない──劣勢、汚れ、不完全、等々──と見なされてしまう、ないし
見なされてしまいうる徴（しるし）」（ゴッフマン、1963a）のことである。特に公共の
場所で忌避されなければならない「穢れ」や「汚点」をもった者であることを告知
する徴であった。その後のキリスト教文化において、神の恩寵を表す身体の聖痕と
いう意味が加わったが、現代では「非常な不名誉や屈辱を引き起こすもの」の意味
で使われている。ゴッフマンは、ある社会における「好ましくない違い」（ゴッフ
マン、1963a）だと述べる。
　この「好ましくない違い」に基づいて、スティグマを負った者に対する敵意が正
当化され、当人の危険性や劣等性が説明され、その結果さまざまな差別が行われ
る。本書は、身体障害者（スティグマをもつ者）と常人の間に横たわる差別と被差別
の深淵。そこから生じる相互の疎外の心理を分析し、数多くの具体例を解明するな
かで文化にひそむ差別の構造を明らかにしている。
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3．ゴッフマンの「スティグマ論」の特徴
　本書は次の5つの章によって構成されている。
　Ⅰ　スティグマと社会的アイデンティティ
予備的考察
同類と事情通
精神的遍歴
　Ⅱ　情報操作と個人的アイデンティティ
すでに信頼を失った者と信頼を失う事情のある者
社会的情報
可視性
個人的アイデンティティ
生活誌
生活誌上の他者
パッシング
情報操作のさまざまな手だて
擬装工作
　Ⅲ　集団帰属と自我アイデンティティ
両価的感情
職業的代弁者による問題提示
内集団への帰属
外集団との調整
アイデンティティの具体的処置
　Ⅳ　自己とその他者
さまざまの逸脱行為と規準
逸脱点のある常人
スティグマと現実
　Ⅴ　さまざまな逸脱行為と逸脱性
　スティグマという概念の特徴の一つは、他者からどのように見られ、どのような
ことを期待されるかという問題を、アイデンティティのレベルでとらえたというこ
とである。従来の社会学理論は、この問題を社会的地位と対応する役割および役割
期待というレベルでしか考えてこなかった。人は、職業における地位や家族におけ
る地位に応じて、特定の行動を取ることが社会規範となっている。このような役割
の遂行を、個々の場面で、お互いに期待しあうのが役割期待である。しかし、人は
通常、複数の役割をもっており、場面に応じてどのような役割を担うかが異なる。
つまり限定性をもっている。だが、ある種の社会的地位は、いかなる社会的状況に
おいても、その個人に対して一定の期待や予測を形成することがある。たとえば、
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障害者、非行少年、犯罪者、謀反人、女性、黒人などは、すべての状況において、
○○のように振舞うのではないかという予測を人に与えがちである。スティグマと
いう概念は、社会的地位や役割がもつ限定的な役割期待だけでなく、人に及ぼす包
括的な効果、すなわち社会的に与えられたアイデンティティを形成するという側面
（ゴッフマンは「役柄」と呼んでいる）がもつ意味に注目するのである。
　社会的アイデンティティは、人が個々の状況でどのような社会的カテゴリーに属
する人物として分類できるか、ということを問題にしている。つまり、スティグマ
をもつ者とは、「共在において否定的な社会的アイデンティティをもつ者」（ゴッフ
マン、1963a）として分類される人のことである。具体的にいうと、第1に身体上の
障害をもつ者、第2に性格上の欠点をもつ者、第3に人種、民族、宗教などの違い
を理由に集団的な価値剥奪を受ける者たちである。こうした人たちは、否定的な社
会的アイデンティティをもつ者として日常的かつ典型的に分類され差別される。
　この社会的アイデンティティには2局面があり区別される。一つは、問題が起こ
らない限り通用し続ける（A）「仮想の（virtual：訳書では「対他的な」）社会的アイ
デンティティ」で、これに対応するスティグマは「自明なスティグマ（者）」（ゴッ
フマン、1963a）である。もう一つは、要求がなければ示さないかもしれない（B）
「実際の、真の（actual：訳書では「対自的な」）社会的アイデンティティ」で、これ
に対応するスティグマは「表向きは見えないスティグマ（者）」（ゴッフマン、1963a）
である。
　（A）の「自明なスティグマ者」の社会的アイデンティティは仮想─実際で一致
している。この場合の課題は、ノーマルな人びととの共在において生じる緊張をど
のように処理するかという問題である。代表的な方法は、自分のスティグマを前に
したノーマルな人びとの相互行為上の戸惑いや気詰まりに配慮するやり方である。
目立つスティグマをカバーリングすることによって、ノーマルな人びとの視角に沿
った共存管理に心を砕くのである。
　それに対して、（B）の表向きはスティグマ者であることが見えない人がいる。  
この局面での社会的アイデンティティは仮想─実際で食い違っている。いわゆる
「潜在的なスティグマ者」の場合である。この場合の課題は、周囲に明かせば評判
を失うことになりかねない自分の社会的情報をどのようにして隠して生活するかと
いうことである。いわゆるパッシング（passing）といわれる行為がそれである。こ
のパッシングは、仮想の社会的アイデンティティを維持することによってなされる
点に特徴がある。たとえば、行動空間を区分けしたり、オーディエンス（観客）を
分離したり、印象操作をしたりして、自分が実際の社会的アイデンティティで分類
されないようにさまざまな工夫をすることが必要になる。
4．本書の意義
　①ゴッフマンはスティグマという概念を《属性》から《関係》に組み替えたとい
うことだ。「スティグマを負う者と健常者」とは実体として区別できる二つのグル
有里典三　『スティグマの社会学』
─　　─77
ープではなく、「二つの役割ないし視角によって上演される社会過程」（ゴッフマン、
1963a）とみなしたのである。この思考は世間で自明とされ、常識として通用して
いる考え方や知覚、さらには文化の「恣意性」を暴露する。共通の社会規範を遂行
している相互行為のなかから、スティグマをもつ者と健常者への差異化が生まれる
とき、文化それ自体が差別の体系から成り立っていることが白日の下にさらされる
ことになる。
　②スティグマと同じような意味で用いられる概念にラベリングがある。双方の概
念に共通するのは、個人がどう感じるかという主観の問題を社会学の重要な問題と
して取り込んでいる点である。すなわち、他者の見方の影響ばかりでなく、個人の
受け止め方までを視野に入れた広がりのある概念である。スティグマやラベリング
は、その問題にかかわっている個人の立場に身をおいて、その苦しさや改善すべき
事柄を指摘していくという側面をもつ。問題の渦中にいる個人の立場にたってみる
と、客観的な見方ではみえない事象や原因が見えてくる。
　③ラベリングは、社会的アイデンティティがもつ包括的な期待にそって人が行動
する可能性を示し、社会が個人をコントロールしている側面を強調する。それに対
してスティグマは、個人がもつ自己イメージを持ち込むことで、社会によってコン
トロールされるだけではない多様な戦略の可能性を示し、そのことによって、必ず
しも社会的な力に屈するだけではない個人の存在という、新しい社会と個人の関係
を強調した。つまり、他者からのアメとムチによって、人は必ずしも他者の期待に
沿って行動するとは限らない。他者に対して主張していく自己がいるということを
強調するのである。したがって、スティグマの分析にあたってゴッフマンは、「他
者から決めつけられたアイデンティティ」と「自分が望むアイデンティティ」との
間のギャップ（それによって生じる苦しみ）を、当人がどのように処理していくかに
分析上の焦点を置いている（ゴッフマン、1963a）。両者のギャップという考え方を用
いることによって、従来の社会学的見方では理解しにくい、社会が個人に与える個
人差のある心理的な傷害やダメージを扱うことが可能になったのである。
　④ミードやウェーバーの相互行為モデルは他者の〈行為を考慮に入れる〉が、他
者に〈対して配慮する〉ことはあまりない。ミード = ウェーバー・モデルが主とし
て道具的行動を視野に入れているのに対して、ゴッフマン・モデルは主として表出
的行動に関心をもつ。そのような表出的行動の社会的機能については、人間の生物
としての構造ではなく、むしろ後天的な学習によって説明すべきことを示唆してい
る。
5．ゴッフマンの人と業績
　ゴッフマンは1945年にトロント大学（カナダ）を卒業。1949年、シカゴ大学にお
いて社会学専攻で M. A. を取得している。1949年から1951年に至る間、エジンバラ
大学に社会人類学科のスタッフの一員として席をおき、この間シェットランド諸島
でフィールドワークに従事した。ついでシカゴ大学社会科学部の二つの研究計画に
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参加した。1953年、論文『島の村落社会におけるコミュニケーション行動』でシカ
ゴ大学より Ph. D.（社会学）を得る。1954年より1957年まで、合衆国国立精神衛生
研究所の社会環境研究室で、客員研究員として過ごした。同研究所での研究のかた
わら、ワシントン D. C. にある聖エリザベス病院で1年にわたって参与観察を行っ
ている。1958年、カリフォルニア大学（バークリー）の社会学科のスタッフに加わ
り、1962年には社会学科の教授に就任。1968年9月に、ペンシルヴァニア大学人類
学・社会学科に転じ、同大学の権威あるベンジャミン・フランクリン記念講座教授
に就任した。1982年にはアメリカ社会学会会長に選任されたが、同年11月癌のため
死亡。享年60歳。
　ゴッフマンが『日常生活における自己呈示』（1959）に続いて発表した『出会い』
（1961a）、『アサイラム』（1961b）、『スティグマ』（1963a）、『集まりの構造』（1963b）
などの初期の作品は、デュルケームの伝統を基調としそれにシンボリック相互作用
論が若干加わったもので、社会的自己、対面状況、そして社会的現実の構成が一貫
したテーマとなっている。そこでの焦点は、裸の個人ではなく、規範を持つコミュ
ニケーションのなかで道徳的規則によって形成される社会的構成体としての自己で
ある。ゴッフマンの社会学の特徴は、日常のディテールのなかに社会を社会として
成り立たせるものの核心を見届ける点にある。
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